
（平成３０年１０月３１日発行）

魚市場水揚げ通信
魚の“旬”をお知らせします！

宮城県東部地方振興事務所水産漁港部
「みやぎ水産の日」PR広報紙 vol.３９（２）

１０月に入り，石巻魚市場では，秋を代表する魚と言っても過言ではないシロサケが水揚げされてい
ます。今回取材した１０月２４日には，河川への遡上の準備が整った際に見られるブナケといわれる婚
姻色に色づいているサケは少なく，海を回遊している魚体に多く見られるギンケが多い印象でした。
今期のサケの回帰予測は１１１万尾と前年の９５万尾より多いと予測されていますが，１０月２０日現
在の管内の沿岸漁獲量は１４８千尾で，前年同期比６６％と，現時点では予測に反し低調となっていま
す。その要因は，宮城県沿岸に残っている暖水の影響が考えられますが，回帰予
想どおり好調となることを期待しています。

今月の水揚げ状況

取材時(10月24日)の水揚動向は，
沖合底びき網が顕著で，次いで小型
底びき網の水揚がみられました。
水産技術総合センターHP みやぎ
水産NAVI 宮城県水産情報配信シス
テム(http://www.miyagi-suisan-
navi.jp/index.html)同日の水揚日報の
上位3種の漁獲量，前年同期比は，
ヤリイカが784トン，157%，イラコアナ
ゴ(沖はも)625トン，89%，イトヒキダラ
348トン，63%となっています。

１０月号

石巻魚市場の水揚げ状況

ヤリイカ

10月25日現在
漁獲量：784トン
前年同期比：157%

10月25日現在
漁獲量：625トン
前年同期比：89%
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データ：宮城県総合水産行政情報システム 産地魚市場情報

※2018年は10月25日現在

ヤリイカ(暫定値)
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データ：宮城県総合水産行政情報システム 産地魚市場情報

※2018年は10月25日現在

イトヒキダラ(赤ひげ) 暫定値

10月25日現在
漁獲量：348トン
前年同期比：63%
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データ：宮城県総合水産行政情報システム 産地魚市場情報

※2018年は10月25日現在

イラコアナゴ(沖はも) 暫定値

イトヒキダライラコアナゴ

ヤリイカ



カタクチイワシの水揚が多くみられ，
その他，サワラ，ワカシ(ブリの幼魚)
が顕著でした。
カタクチイワシ太平洋系群等の漁況
予報(参考：平成30年度第1回太平洋
いわし類・マアジ・さば類長期漁海況
予報 プレスリリース)では，房総・常
磐海域では平年並みで，三陸海域の
来遊量は前年を下回る予測となって
います。

シロサケ

カタクチイワシワカシ（ブリの幼魚） サワラ

マルソウダ マンボウ マアナゴ

肌寒さが感じられるようになってき
た中，鍋にぴったりのボッケが水揚げ
されてきました。
アイナメの中には，サケ同様に婚姻
色に色づいているものもあり，季節の
変わり目を告げているようです。
また，震災後に漁獲量が増え，宮城
県が全国水揚数量１位となったガザミ
も多く水揚げされています。

ガザミ

ケムシカジカ
地方名：ボッケ

アイナメ
地方名：ネウ イクラ
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データ：さけ沿岸漁獲量調査

※2018年は10月中旬現在

シロサケ(秋さけ)

10月20日現在
漁獲量：148千尾
前年同期比：66%
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データ：宮城県総合水産行政情報システム 産地魚市場情報

※2018年は10月25日現在

ガザミ(暫定値)

10月25日現在
漁獲量：289トン
前年同期比：109%



編集後記

［お問合せ先］

宮城県東部地方振興事務所

水産漁港部

TEL：０２２５－９５－７９１４，１４７３

１０月になり，季節の変わり目という
こともあってか，底びき網ゾーンには
多くの種類の魚が水揚げされていま
した。
特に「底物」といわれる異体類が多
く見られ，マガレイ，マコガレイ，ヤナ
ギムシガレイ，サメガレイ，ホシガレイ，
ヒラメなど水揚げされていました。
震災後，漁獲が増えているヒラメは，
３ｋｇを超える大きな個体が数多く見ら
れました。
また，冬時期には鍋の需要が高まり
好まれる，キアンコウやタラ類の漁獲
が増えてきています。
活魚で多く水揚げされていたマアナ
ゴも底びき網や定置網で好調に水揚
げされていました。

キアンコウ キチジ マダラ

ヒラメ

マトウダイ イカ類 カレイ類

マアナゴ

今回，半年ぶりに石巻魚市場の水揚げ状況を取材させていただきました。
今回の取材の際には，多くの種類が水揚げされており，全てを紹介すること

ができませんでしたが，マダコやミズダコ，マアジやイカ類，カレイ類が多く
水揚げされていました。
冒頭でも紹介しましたが，秋の風物詩の一つであるシロサケの水揚げ累計

は前年同期比の６６％で，例年に比べ少ないと感じたものの，カレイ類やヒラメ
などが多く水揚げされており，魚市場は活気に満ちているように感じました。
今回は，石巻魚市場の水揚げを写真だけでなく数値を用いた紹介もさせて

いただきましたので，併せてご覧いただければと思います。（Ｍ.Ｓ）（Ｔ.Ｏ）
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データ：宮城県総合水産行政情報システム 産地魚市場情報

※2018年は10月25日現在

ヒラメ(暫定値)
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データ：宮城県総合水産行政情報システム 産地魚市場情報

※2018年は10月25日現在

マアナゴ(暫定値)

10月25日現在
漁獲量：368トン
前年同期比：79%

10月25日現在
漁獲量：145トン
前年同期比：90%


